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－１－ 

ロボットの街浜松に向けて 

ヤマハ発動機株式会社 ロボティクス事業部  

事業部長 江頭綾子 

 

 ロボティクス事業をもつ当社が、今回の PJ に参画した背景の一つとして、製造

業における深刻な人材不足があります。総務省のデータによりますと、2050 年に

日本の人口は約 1億人まで減少し、15歳から 65歳までの生産年齢人口の比率

も、今後減少が加速していく見通しです。これを、製造業という切り口でみると、就

業者数は、直近過去約 20年間で 157万人の減少。全産業に占める製造業の就

業者割合も、 約20年間で3.4ポイント低下しています。このような状況を背景に、

カン・コツによる高いスキルをデジタル化することで作業を平準化したり、生産設備

の自動化による省人化の取り組みなど、デジタル技術の活用が急務であり、同時

に、デジタル人材の育成が喫緊の課題であると認識しています。 

マイスター制度のあるドイツは、浜松のような地方都市に名だたる企業があり、い

わゆる企業城下町がたくさんあります。地場で学び、就職でき、安定した生活と共

に自己実現ができる、そんな土壌が構築されていることが背景にあります。この PJ

を通し、最先端の職業人財育成システムの糸口をみつけることで、将来のロボティ

クス人財の育成・輩出につなげ、地元企業の成長、新産業の創出、新規創業を実

現する。Society5.0 で提唱されている、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空

間（現実空間）の連携で、経済発展とトレードオフとして考えられてきた社会課題の

解決を、ここ浜松市で体現し、人財の Eco システムも構築できるのではないかと考

えております。 

MH 初年度では官民学で課題を共有し、次への大きな一歩を踏み出すことがで

きました。 

浜松市は音楽とバイクの街ですが、近い将来、音楽とバイクと、ロボットの街と呼

ばれるように、私たちも企業としてサポートしていきたいと考えております。    

 参考 Web Link： 産業用ロボット ヤマハ発動機 (yamaha-motor.co.jp) 

https://www.yamaha-motor.co.jp/robot/ 

世界をリードする浜松発技術者へ 

浜松市 産業部 

部長 藤野 仁 

 

 先日、仕事でイスラエルへ行ってきました。日本では紛争の多い国というイメージ

が先行していると思いますが、産業の分野では先端技術が次々と生まれ、世界中

の大企業が研究開発拠点を続々と設立している注目国です。また、建国は 1948

年と新しい国ですが、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教の聖地でもあるエルサレムは、

紀元前から歴史に名を刻んでいます。 

こうしたイスラエルをはじめとした世界中の先端技術を浜松市内の企業が取り

込んで技術力を高め、誰もが想像しなかった新たな商品、サービスを生み出す。そ

して技術力が高まることで新たなアイデアが生まれ、それを実現するための技術力

がさらに高まる。このループによって、市内企業がますます成長してくことが、浜松市

の目指す姿です。 

 この将来の浜松の産業経済を支える技術力を担っていくのが皆さんです。 

 マイスター・ハイスクールはこれを実現するためのまたとないチャンスであると同時

に、最高の場であると考えています。世界で活躍する超一流企業の技術者が高校

で毎日授業をしてくれる。しかも、教育委員会や高校も協力して、通常のカリキュラ

ムにない科目の設置に動いてくれる。公立高校でのここまでの取組に、本気度を感

じており、その片隅に参加し、皆さんの成長をお手伝いさせてもらっていることに誇

りを感じています。 

 来年からは本格稼働するマイスター・ハイスクールを体感し、皆さんが全国から

賞賛、尊敬される「浜松のエンジニア」として世界へ巣立っていくことを大いに期待

しています。 

  浜松市産業部        浜松市 マイスター・ハイスクール 

 

参考 Web Link： 産業部 https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/koho2/sosiki/city-office010.html  

浜松市マイスターハイスクール https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/sangyoshinko/m_highschool/gaiyou.html  

１ あいさつ 

https://www.yamaha-motor.co.jp/robot/
https://www.yamaha-motor.co.jp/robot/
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/koho2/sosiki/city-office010.html
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/sangyoshinko/m_highschool/gaiyou.html


－２－ 

地域企業・自治体と連携・協働する持続可能な人材育成のエコシステムの実現 

 

静岡県教育委員会 

教育監 塩﨑 克幸 

 

この度、令和４年度マイスター・ハイスクール運営委員会におい

て委員長を仰せつかりました塩崎です。よろしくお願い申し上げま

す。 

本事業は学校と産業界や自治体が一体となり、地域の持続的

な成長を牽引し、絶えず進化する最先端の職業人材育成を推進

し、成果モデルを示すことで、全国各地で地域特性を踏まえた取

組を加速化させることを目的としております。 

さて、静岡県は全国的にも、製造品出荷額の上位を占めるもの

づくり県であり、その中でも浜松は製造業をリードする地域であり、

次の時代を担う人材の育成は大きな課題だと考えています。 

本日までの非常に厳しいスケジュールの中を、管理機関の方々

の協力と支援をいただきながら連携して進めてこられましたこと、

学校に、ヤマハ発動機株式会社から、CEO都築様、実務家教員と

して南部様をお迎えして事業を本格的に進めることができたこと

を有り難く思います。この報告書には次世代の地域産業を担う人

材育成に向けた実践と成果が掲載されております。この事業の人

材育成のエコシステムが持続可能な全県的なモデルとなることを

期待しています。 

参考 Web Link： 

① 産官学でロボット分野の人材育成へ 浜松城北工高｜静岡新聞  

② 高校とヤマハ発動機が本気のタッグ 未来を作る 静岡県の高校教育とは？ (ふじのくにメディアチャンネル) 

やらまいか精神を取り入れた浜松型デジタル人材の育成プロジェクトへの期待  

 

東京大学名誉教授 佐藤 知正 

 

 

（１．関わり）日本にとって、“ソルーションものづくり”と失敗を許容し活か

す“チャレンジ精神”が重要である。顧客の課題を解決する“きめ細かな

サービスとものづくりができる人材”が求められている。ロボットは、情報と

現実の世界でそれを支える。“やらまいか精神”の浜松の地で、ロボット事

業を有するヤマハ発動機の参画で実施される本事業に、ロボット研究開

発に 50 年以上かかわってきた者として運営に貢献出来れば幸いである。  

（2.成果）世界の教育は、生徒にチャレンジしてもらい、その体験から“知

識・技術”と“学び方”を学ぶやり方が主流となっている。工業高校におい

ては、専門領域を縦横に学ばなければならない。縦とは専門分野の基礎

要素を掘り下げる”分析的学び“、横とは要素を統合する”統合的学び”

である。ロボットは統合の産物であり、本事業のロボティクス実習、ロボット

アイデア甲子園、海外インターンシップ等は、チャレンジを介した横の学び

として重要であり、やらまいか賞で顕彰することは、モチベーション向上に

効果的である。 

（3．期待） 学びにとって、好きは最強である。高校教育では、この“好き”

を“得意”にすべきである。学科を代表する４つの部活動連携によるもの

づくり活動は、好きを起点とし、異分野の人のチームワークと連携により、

得意になる貴重な機会である。先駆的な生徒を出発点とし、広めることが

課題である。また本事業による横の学びと従来の縦の学びとの密な連携、

教員への効果的なファカルティデベロップメントも今後期待したい。  

①  ②  

https://www.at-s.com/news/article/shizuoka/1083049.html
https://fmc.pref.shizuoka.jp/article_post/3144/


－３－ 

「ロボットを使える・作れる ロボットを使って課題解決できる」人材の育成  

 

静岡県立浜松城北工業高等学校  

校長  寺田 弘隆 

 

本校は明治 30年に浜名郡蚕業学校として開校して以来、時代の変化と

地域社会の期待に応えるために農業高校から工業高校へと姿を変えてき

ました。そして令和４年度に文部科学省事業「マイスター・ハイスクール」に

指定され、再び新しい歩みを踏み出そうとしています。 

本事業のマイスター・ハイスクールは「やらまいか精神を取り入れた浜松

型デジタル人材の育成プロジェクト」と題し、遠州弁で「とにかくやってみよ

うじゃないか」という意味の掛け声と共にチャレンジ精神旺盛なロボティクス

人材を育成するものです。そうです、浜松城北工業高校はロボティクスを学

べる学校として新しい歩みを始めたのです。 

注目してほしいのは、ヤマハ発動機株式会社からマイスター・ハイスクー

ル CEO、つまり最高経営責任者が本校に派遣されたことです。CEO は校

長、副校長などと並ぶ管理職です。また、同社から常勤の実務家教員も学

校にお迎えすることができました。管理機関としてヤマハ発動機株式会社、

浜松市、静岡県教育委員会の３者と、協力機関として(公財)浜松地域イノ

ベーション推進機構の御支援も得ることができました。 

  この研究実施報告書はマイスター・ハイスクール１年目である令和４年度

の取組についてまとめたものです。この報告書の狙いは、地元浜松地域にと

どまらず日本全国の高校生や教職員、人材育成に関わる皆様に本事業の

活動に興味関心を持っていただくこと、本校の取組事例を参考に実践の輪

を拡げることです。また、中学生や中学校の先生方に向けて工業高校を深く

知ってもらうための情報も記載いたしました。 

 高校生や教職員の皆様には、まず本事業の目標であるマイスター・ハイス

クールビジョンについて知っていただきたいと思います。本校はこのビジョン

を実現するための方策として２つの柱を立てました。一つ目が学校設定科

目「ロボティクス実習」です。ロボティクスに関する科目を高校が教育課程

上の科目として開設することは全国的にも珍しく、先進的なものです。二つ

目が「やらまいか賞」です。これは本事業の管理機関であるヤマハ発動機

株式会社、浜松市、静岡県教育委員会の３者それぞれが「生徒の実践を褒

めたたえ表彰する」という趣旨で授与するものです。１１月に本校で行った

マイスター・ハイスクール課題研究発表会では、優秀な研究を発表した生徒

のチームに「ヤマハ発動機ロボティクス事業部長賞」「浜松市長賞」「静岡

県教育委員会高校教育課長賞」を授与することができました。 

 中学生及び中学校の先生方には「ロボットアイデア甲子園」への出場や

本校の４科(機械・電子機械・電気・電子)の生徒が科の垣根を飛び越えて

連携し作り上げた「イルミネーション」、企業の方々が学校で授業をしてくれ

る「浜松みらい塾」がおすすめの内容です。もちろん、来年度から開設予定

の「ロボティクス実習」や、オンラインではなく実際に海外に行って体験する

海外インターンシップも期待してほしいと思います。 

 ７月にスタートした本事業ですが、合計２回のマイスター・ハイスクール運

営委員会、３回の事業推進委員会、月１回の情報交換会、週１回の校内委

員会によって企画・運営してきました。わずか９ヶ月の間に、新しい活動を活

発にできたことは、校長としてとても喜ばしく思うとともに、御支援をいただい

た関係機関の皆様と最前線で本事業を導いてくれた都築 CEO、産業実務

家教員の南部先生、そして本校の先生方に感謝とお礼を申し上げます。 

 本校は来年度も多くの新しい試みを計画しています。本校の校訓である

「誠実 勤労」を実践するために、一つ一つのマイスター・ハイスクールの試

みを誠実に実行してまいります。活動の様子や情報は学校ホームページや

公式インスタグラムに掲載していますのでぜひ御覧ください。 

 

参考 Web Link：   学校ホームページ        公式インスタグラム 

学校ホームページ http://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsujohoku-th/home.nsf/IndexFormView 

公式インスタグラム https://www.instagram.com/johokukogyohs/ 

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsujohoku-th/home.nsf/IndexFormView
https://www.instagram.com/johokukogyohs/


－４－ 

ロボティクス・デジタル人材育成 

浜松城北工業高校  

マイスター・ハイスクール CEO 都築 明宏 

 

 本校のマイスター・ハイスクール事業名「やらまいか精神を取り入れた浜松型デジ

タル人材の育成プロジェクト」に加えて、事業目的である「産業界と連携し、地域の

ロボティクス・デジタル人材育成の使命を果たす」について、本稿では私の考えを

述べたいと思います。 

 ロボット、デジタル技術ってイメージお堅いですよねー。機械構造物が制御ロジック

に従い動く人型ロボットや産業用ロボットが思い描かれますが、実は私たちの生活

に無くてはならないモノなんです。 

夜中に頑張るお掃除ロボット、食材を識別して加熱する電子レンジ、自動車の運

転支援システム、スマホアプリ&ゲームと、夜寝るまでの時間を幾多のロボット・デジ

タル技術が私たちの生活を便利に楽しく彩ってくれています。 

 リアルに機械構造物を動かすロボティクス産業に限らず、バーチャルに動きを制御

するアプリ・ゲーム産業、運転支援や自動運転を要する自動車産業、ロボット・デジ

タルの恩恵を授かる製造業、サービス業、農業、等々、ロボティクス・デジタル人材が

活躍する場面は多岐に渡りますし、年々この人材に対する要望はうなぎのぼりです。 

 ならば難しい分からないと嫌厭するのでなく、受け入れてしまいましょう。皆さんの

好きなモノは何ですか？ そのモノは電気使ってますか？ 何処かに基盤があります

か？ Yes の方、貴方はもうデジタル人材の素養が有りますよ。だって貴方の好きな

モノはロボット・デジタル技術で動いている訳ですから。 

 最後にもう一つ、人材＝人が材料ですか、怒！ できれば人財＝人は財産、嬉しい！ 

国語辞書の編集者には異論が有るでしょうが、私は人財って方が好きですね。 本

校の生徒がロボティクス・デジタル人財として、地域や日本や世界で活躍出来るよ

うに、チャンスを提供すべく、産業界と連携して、本校の魅力化を図っていきます。 

参考 Web Link： マイスター・ハイスクールの指定事業：文部科学省 

  https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/mext_01546.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回マイスター・ハイスクール 

                                       運営委員会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/mext_01546.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/mext_01546.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 

２ ビジュアル図・ロードマップ 
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－８－ 

３ 研究概要 

（１） 管理機関 

①管理機関（学校設置者） 

ふりがな 

管理機関名 

しずおかけんきょういくいいんかい 

静岡県教育委員会 

代表者職名 教育長 

代表者氏名 池上 重弘 

②管理機関（産業界） 

ふりがな 

管理機関名 

やまははつどうきかぶしきがいしゃ 

ヤマハ発動機株式会社 

代表者職名 代表取締役社長 

代表者氏名 日髙 祥博 

③管理機関（地方公共団体） 

ふりがな 

管理機関名 

はままつし 

浜松市 

代表者職名 市長  

代表者氏名 鈴木 康友 

 

（２） 学校名 

ふりがな 

学校名 

しずおかけんりつはままつじょうほくこう

ぎょうこうとうがっこう 

静岡県立浜松城北工業高等学校 

学校長氏名 寺田 弘隆 

主担当者氏名 鈴木 浩（教頭） 

 

 

 

（３） 事業名 

やらまいか精神を取り入れた浜松型デジタル人材の育成プロジェクト 

～ 社会で活躍できるスペシャリストの育成 ～ 

 

（４） 事業の概要 

○ヤマハ発動機、浜松市、静岡県教育委員会及び本校の連携によって、地元企業

が求める人材像を共有するとともに、人間性と専門性を備えたスペシャリストの

育成を図る。 

○「第２期はままつ産業イノベーション構想」において、「ロボティクス」は７つの成

長分野の一つに掲げられている。本事業では、ヤマハ発動機を中心として、（公

財）浜松地域イノベーション推進機構と連携することで、ロボット産業で働く即戦

力を育成する。 

○ヤマハ発動機は世界トップクラスのロボティクス・デジタル人材の派遣や包括的

な実習環境の提供によって、浜松市は地域産業の現状共有や地域の魅力の効

果的発信によって、静岡県教育委員会はそれらの支援を総括することによって、

本事業を行う。 

 

（５） 専門高校における人材育成計画の概要 

以下の取組により、ロボティクス・デジタル人材の育成を図る。 

また、意欲喚起を図る目的で各種「やらまいか賞」を授与する。 

Ａ：ロボット産業に係る学校設定教科・科目の設定（「ロボット＝統合の産物」を

意識） 

Ｂ：ロボット関連企業と連携した実習、ロボットアイデア甲子園等による専門性の

向上 

Ｃ：学科を代表する４つの部活動の連携を手始めとした、各科連携のものづくり 

Ｄ：インターンシップ、産業見学、ISO 研修（9001、14001、27001）、起業プロ

グラム、海外インターンシップ等によるこれからの製造業（ものづくりサービス）

の理解 
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① マイスター・ハイスクール運営委員会 

氏  名 所属・職 役  割 

池上 重弘 静岡県教育委員会・教育長 管理機関 

日髙 祥博 ヤマハ発動機株式会社 代表取締役社長 管理機関 

鈴木 康友 浜松市・市長 管理機関 

佐藤 知正 東京大学・名誉教授（日本ロボット学会・元会長） 学識経験者 

寺田 弘隆 静岡県立浜松城北工業高等学校長 指定校 

 

② マイスター・ハイスクール事業推進委員会 

氏  名 所属・職 

都築 明宏 ヤマハ発動機株式会社（CEO） 

南部 秀樹 
ヤマハ発動機株式会社人事総務本部人事戦略部 

（産業実務家教員） 

中山 雄二 静岡県教育委員会高校教育課・課長 

井島 秀樹 静岡県教育委員会高校教育課・指導監 

小林 礼治 静岡県教育委員会高校教育課・教育主幹 

梨本 裕晃 静岡県教育委員会高校教育課・主査 

山本 敬二 
ヤマハ発動機株式会社 

人事総務本部人事戦略部人材マネジメントＧ・主査 

齋藤 昭雄 
ヤマハ発動機株式会社 

ロボティクス事業部営業統括部ＳＭＴ国内営業部国内営業Ｇ 

岩崎 英浩 浜松市産業部次長(産業振興課長) 

加藤 健太郎 浜松市産業部産業振興課主幹 

源馬 利弘 浜松市産業部産業振興課主任 

金子 和佳 （公財）浜松地域イノベーション推進機構事業推進部・技術支援グループ長 

寺田 弘隆 静岡県立浜松城北工業高等学校・校長 

鈴木 真一 静岡県立浜松城北工業高等学校・副校長 

鈴木 浩 静岡県立浜松城北工業高等学校・教頭 

鈴木 秀幸 静岡県立浜松城北工業高等学校・事務長 

③ 校内委員会 

氏  名 所  属 

鈴木 浩 教頭・統轄・校内委員会Ⅰ委員長 

都築 明宏 マイスター・ハイスクール CEO 

南部 秀樹 マイスター・ハイスクール産業実務家教員 

美馬 正和 主担当・校内委員会Ⅰ・電子機械科 

岡田 弘 副担当・校内委員会Ⅰ・数学科 

稲垣 宣泰 校内委員会Ⅰ・国語科 

村野 寿夫 校内委員会Ⅰ・電子科主任 

大馬 直人 校内委員会Ⅱ委員長・電気科・教務課主任 

山崎 陽介 校内委員会Ⅱ・理科 

戸塚 貴紀 校内委員会Ⅱ・機械科 

倉本 徹 校内委員会Ⅱ・電気科主任 

吉山 知宏 校内委員会Ⅱ・電気科 

曽根 隆志 校内委員会Ⅲ委員長・電子機械科主任 

藤永 健吾 校内委員会Ⅲ・地歴公民 

山下 直人 校内委員会Ⅲ・理科 

岩﨑 真路 校内委員会Ⅲ・英語科 

神谷 守保 校内委員会Ⅲ・英語科 

吉田 泰子 校内委員会Ⅲ・英語科 

杉本 就平 校内委員会Ⅲ・機械科 

林 祐貴 校内委員会Ⅲ・機械科主任 
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５ 令和４年度 マイスター・ハイスクール事業報告 

（１） マイスター・ハイスクール ビジョン 

1. マイスター・ハイスクールビジョンの策定 

第１回運営委員会にて、「マイスター・ハイスクールビジョン」を以下のように策

定した。 

以下の取組により、ロボティクス・デジタル人材の育成を図る 

（ P.６,７「ロードマップ」参照）。 

また、意欲喚起を図る目的で各種「やらまいか賞」を授与する。 

A： ロボット産業に係る学校設定教科・科目の設定 

（「ロボット＝統合の産物」を意識） 

B： ロボット関連企業と連携した実習、ロボットアイデア甲子園等による専門

性の向上 

C： 学科を代表する４つの部活動の連携を手始めとした、各科連携のものづ

くり 

D： インターンシップ、産業見学、ISO 研修（9001、14001、27001）、起業

プログラム、海外インターンシップ等によるこれからの製造業（ものづくり

サービス）の理解 

 

2. 「ロボティクス人材」の定義 

第１回事業推進委員会にて、本事業における「ロボティクス人材」を以下のよう

に定義案を策定し、第２回運営委員会で承認された。 

ロボットを作れる・使える・ロボットを使って課題解決ができる人材 

 

 

 

3. 各種委員会の実施概要 

(ア) 運営委員会 

第１回：令和４年６月２０日（月）  １３時３０分 ～ １５時４５分 

「事業説明」、「佐藤知正教授による基調講話」、「マイスター・ハイスクー

ルビジョンの策定」等 

第２回：令和４年１２月２２日（木） １３時３０分 ～ １５時３０分 

「中間成果報告会について」、「進捗状況及び課題と今後の展望につい

て」等 

(イ) 事業推進委員会 

第１回：令和４年９月５日（月）  １３時００分 ～ １５時００分 

「マイスター・ハイスクールビジョンを踏まえた事業内容の決定」、「学校

設定科目の開設方針」等 

第２回：令和４年１１月２９日（火） １３時００分 ～ １５時００分 

「購入した実習機材について」、「事業報告及び説明」、「今後の計画

について」等 

第３回：令和５年３月２０日（月） １３時００分 ～ １５時００分 予定 

(ウ) 情報交換会 

第１回：令和４年１０月１４日（金） １５時５０分 ～ １６時４５分 

「校内組織について」、「課題研究発表会について」、「やらまいか賞に

ついて」等 

第２回：令和４年１１月２９日（火） １５時００分 ～ １６時００分 

「令和５年度課題研究発表会について」、「グラウンド整備車製造につ

いて」等 

第３回：令和４年１２月２２日（木） １５時４５分 ～ １６時４５分 

「学校の魅力化について」、「中学生及び保護者への魅力の伝達方法

について」等 

第４回：令和５年１月３１日（火） １５時３０分 ～ １６時４５分 

「令和５年度の活動について」等 

第５回：令和５年３月２０日（月） １５時００分 ～ １６時００分 予定 



－１１－ 

（２） 学校設定科目

 

教 科 工  業 

科 目 ロボティクス実習 標準単位数 １ 

科 目 の 目 標 

 地元のロボット関連企業において、安全教育や実習等の実

践的・体験的な学習活動を行うことを通して、工業の見方・考

え方を働かせ、ロボット工学についての知識および技術を育

成するとともに、工業の発展を担う職業人として必要な資質・

能力を育成、課題を発見し解決する力、工業の発展に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養うことを目標とする。 

使 用 教 科 書 なし 

科 目 の 内 容 

１ オリエンテーション 

２ 工場見学 

３ 安全教育 

４ ロボット関連実務体験 

新 設 の 理 由 

生徒や地域の実態、学科等の特色に応じた教育課程を編

成するため、校外学修活動として「ロボティクス実習」を新設

する。 

 本校の生徒は、地元への就職希望が多く、実際に多くの生

徒が卒業後は地元で働いている。地元企業と連携することに

より、地元企業が求める人材像を共有するとともに、人間性と

専門性を備えたスペシャリスト人材を育成、ロボット産業で働

く即戦力を育成する。 
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（３） イルミュージアム出展・ロボットアイディア甲子園 

 はままつフルーツパーク時之栖 イルミュージアムへの参加 

目的：自身の専門分野の仕事、考え方を他者に知らせる力を身に着ける。 

自身の専門外分野の仕事、考え方を知ることで連携を学ぶ。 

機械科、電気科、電子科、電子機械科、全４科生徒による共同 

ものづくり 

はままつフルーツパーク展示 

令和４年１０月１９日搬出、１０月２２日～令和５年１月２９日展示 

生徒感想 

初めて普段一緒に学習しない他科の生徒とイルミネーションの作品制作に

関わり、制作の難しさを感じました。メンバーと冬の夜に映える色を探す工程

では何度もやり直し想定のとおり制作できないことの連続でした。しかし、

LED の明かりを立体的に見せる方法を考えている時、メンバーの協力により

アイディアが実現出来、達成感を得ることができました。展示場で見学したと

きには、メンバーで制作したイルミネーションが冬の夜に輝いてすごく綺麗でし

た。とても良い体験ができました。 

ロボットアイディア甲子園への参加 

目的：産業用ロボットを使用したシステムを見学し、産業用ロボットに 

対する知識を深めるとともに、新たなロボットアプリケーションの 

アイディアを競う。アイディア（空想）にとどめず、実際のビジネス 

をイメージするプランを提案する。 

 

令和４年８月９,２３日 

全４科 ３７名 見学会参加 

アイディア創出２名  

静岡県西部大会発表会に選抜進出 

(令和４年１０月２９日開催) 

 

 

 

静岡県西部大会 

  KGK（コロナ撃退君）         機械科１年 

  RWR （リモートワークロボット） 電子機械科２年 敢闘賞受賞 
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（４） 浜松みらい塾・海外インターンシップ 

「浜松みらい塾」 

目    的 

浜松市は、遠州地域特有の気質でもある「やらまいか精神」

のもと先人たちが数々の産業や企業を興し、国内有数の産業都

市として発展してきた。 

この「やらまいか精神」を地域で引き継ぎ、持続的に発展させ

ていくため、次代を担う若者に、チャレンジすることの大切さや企

業というものをより身近に感じ、また興味をもってもらえるよう、市

内企業の創業者や卓越した技能をもつ技術者を講師として浜松

城北工業高校生徒に生の声を聴く機会を提供する。 

実施日時 

令和５年１月１３日 

（金） ⑥時限 

14：30～15：20 

令和５年２月３日 

（金） ⑥時限 

14：30～15：20 

令和５年２月８日 

（水） ④時限 

１２：30～１３：20 

会    場 
本館４階 

視聴覚室 

本館４階 

視聴覚室 

電気科棟１階 

計測Ⅰ室 

受 講 者 

（HR・人数） 

S1a ・ 40名 

D1b ・ 39名 

合計 79名 

M2b ・ ３２名 

S2a ・ ３５名 

合計 ６７名 

E1a ・ ３９名 

講師氏名 

福地 三則 

ロボ・スタディ 

株式会社 

松井 敦仁 

藤本工業 

株式会社 

上滝 憲夫 

株式会社 

プラス電機 

講義内容 

・コミュニケーション

ロボット開発 

・夢を持ち続けるこ

との大切さ 

・バリ取り作業につ

いて 

・職人技の自動化

について 

・ﾛﾎﾞｯﾄ、FA ｼｽﾃﾑ、

設計、製作について 

・これ以上出来な

い、を乗り越えﾛﾎﾞｯ

ﾄを作り 50年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「海外インターンシップ」 

目  的 ：工業製品を製作している工場で、日本式ものづくりを知る。 

参加生徒：機  械  科 ２年 ５名  

電子機械科 １年 ３名  

電  気  科 １年 15名 

計 23名 

実施内容： 

令和４年                                  制作した学校紹介動画 

９月 生徒募集 

１１月 学校紹介動画制作（英語版） 

自己紹介動画制作（英語版） 

令和５年 

２月 事前説明会 

１６日 オンライン海外インターンシップ実施            制作した自己紹介動画 

２４日 予備日 

交流先： ヤマハ発動機フィリピン工場 

参加団体:ヤマハ発動機株式会社生産本部、静岡県教育委員会 

交流内容：フィリピン工場紹介、質問コーナー、CEO挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン海外インターンシップの様子 
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学習指導要領『課題研究』の目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うこと

などを通して、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に

関連付けられた技術を身に付けるようにする。 

（2）工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策

を探究し、科学的な根拠に基づき創造的に解決する力を養う。 

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会

貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

（５） 課題研究発表会 

１ 目的 

３年生が取り組む必履修科目『課題研究』の研究成果を整理し、分かりやすく

発表することで、思考力・判断力・表現力の育成と言語活動を充実させるととも

に生徒自身の学びを深めることを目的とする。 

また、学習活動の成果を披露することにより、本校の教育活動と文部科学省マ

イスター・ハイスクール事業について校内外に周知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 日 時 

     令和４年１１月１２日（土）  １２時３０分 ～ １４時３０分 

３ 会 場 

     静岡県立浜松城北工業高等学校 第一体育館 

４ 来 賓 

     ヤマハ発動機株式会社、浜松市、静岡県教育委員会 

５ 発表者 

     各科２グループで合計８グループ （発表時間は１グループ７分程度） 

６ その他 

     関係機関ごとに『やらまいか賞』を授与する（合計３グループ） 

項

目 
評 価 の 観 点 評 価 

 

 

研 

 

究 

 

内 

 

容 

１  研究が独創的で新規性があったか。【独創性】 

（新しい発想、従来にない製品開発等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

２  研究に信頼性があるか。【信頼性】 

（工学的に再現可能で、客観的に確認できるものか。） 
１ ２ ３ ４ ５ 

３  工業的または、工学的に有用であったか。【有用性】 

（工業の発展に寄与する有効性のある研究であったか。）  
１ ２ ３ ４ ５ 

４  研究論文のまとめ方が適切に行われているか。 

（矛盾する結論や論理の飛躍がないか。目的、方法、考察、

結論があり、論旨が一貫されているか。仮説、検証がされて

いるか。）  

１ ２ ３ ４ ５ 

５  研究論文の構成に工夫があり、丁寧でわかりやすいか。 

（図、写真、グラフ等が適切に構成されている。） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

 

発 

 

 

表 

１  高校生として相応しい発表態度であったか。 １ ２ ３ ４ ５ 

２  研究成果に基づいた推論がされているか。 

（事実と仮説がしっかり区別されて発表されているか。） 
１ ２ ３ ４ ５ 

３  発表の振舞、発音、抑揚等、説得力のある発表であった

か。 
１ ２ ３ ４ ５ 

４  分かりやすいプレゼンテーションであったか。 １ ２ ３ ４ ５ 

５  機器の使用、資料の効果的な提示がされたか。 １ ２ ３ ４ ５ 

※ 各管理機関による加点 （１点から１0点）         点  

合  計         点  

令和４年度 課題研究発表会で使用した審査用紙 



－１５－ 

 

やらまいか賞 

『ヤマハ発動機 

ロボティクス事業部賞』 

 

電子機械科 

腕の動きをトレースした 

ロボットアームの製作 

 

 

 

やらまいか賞 

『浜松市長賞』 

 

電気科 

お掃除ロボットの製作 

 

 

 

やらまいか賞 

『静岡県教育委員会 

高校教育課長賞』 

 

電子科 

「掛川ひかりのオブジェ展」 

作品製作 

 

発表生徒の声(抜粋) 

 

・他科の発表は、私達がやったことがない加工で製作していてとても興味深かった。 

・ふだん交流のない他科の発表を聞いて自分達とは大きく違う活動内容が新鮮で

着眼点の違いを知った。 

・本番で動きがずれてしまい、どれだけ注意しても予期せぬトラブルは起きるものだ

と実感した。 

・実演には失敗がつきもので、失敗の確立を減らす対策に時間を割く必要があると

学んだ。 

・質問に回答できず、曖昧な理解のまま課題研究を進めた所があったと感じたので、

これからは一つ一つ理解をしながら取り組んでいきます。 

・一般の方向けの発表には工業用語を使うと伝わりづらいため、わかる単語に言い

換えて発表した。 

・実際に発表してみて、質問されたら瞬時に答える能力も必要だとわかった。 

・審査員からの質問で自分たちの研究の改善点を明確にできた。 

・他の班の発表の良い所、悪い所を見て自分の発表に活かすことができた。 

・発表はとても緊張したが大きなミスなくやり切れてよかった。やらまいか賞をいた

だけて頑張ってきてよかった。 

・ヤマハの展示物は先進的ですごくおもしろかった。 

・ヤマハ発動機展示のロボットアームは先進的で大企業の技術力を感じた。 
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（６） CEO、産業実務家教員による授業 

 

1. CEOによる授業 (令和４年７月１４日) 

・「日本のものづくりとは？」をテーマに、“Made in Japan”というブランドと 

”DX/カーボンニュートラル/SDGs/再生可能エネルギー”に関して、生徒に疑問

を投げかけた 

・近年の社会情勢やものづくり企業が置かれた環境を説明しながら、日本企業の

底力と、これからのエンジニアへの期待を込めて応援メッセージを送った 

 
 

2. 産業実務家教員による授業１ (令和４年７月１４日) 

・かつてのアニメや漫画の世界の一部が実現化している技術の進歩を紹介 

・高次ヒューマノイドから簡易な直線動作産業用ロボットなどを動画を交えて紹介 

・動画視聴後に、フィードバック制御の基本的な考え方と、これが全てのロボットに

共通する基本制御の一つであること、またこれは人が意識的/無意識に行ってい

る活動と同じであることを紹介 

  
 

 

3. 産業実務家教員による授業２ (令和５年１月１３日) 

「ロボット学習のススメ」と題して、 

・学校はなぜロボットを学ぼうというのだろう？ ロボットを学ぶと何かいいことが

あるのだろうか？ 「ロボットを学ぶ」とは、具体的に何を学ぶのだろう？ 

という、恐らく生徒が感じているであろう疑問に答える形で授業を進め、マイスタ

ーハイスクール事業への生徒の参加意欲を高めた 

 
 

4. 授業後の生徒感想(抜粋) 

・今回の説明を聞いて、何かを作ることにすごく興味が湧きました 

・明確な目標をもって工業高校に入学したわけではなかったけれど、今日の話を

聞いて少しだけ工業系の仕事をしてもよいかな、と思った 

・自分が思っていた以上にロボットのできることが増えていてすごいと思った 

・いろいろなロボットがあることを知り、私も工業高校生なので、将来新しいモノづ

くりができたら楽しそうだなと思った 

・ロボットのフィードバック制御のように、目標を立てて行動し、結果を見てまた努

力する（行動する）ことを大切にしようと思った 

・これからの社会にはより多くのロボットが必要となり、それに伴い多くの会社が

「ロボットを作れる」「ロボットを使える」人を欲しがることがわかりました 

・今自分たちがうけている工業情報数理や電気回路の授業の中に、ロボットのプ

ログラムや制御に使う様々な技術があることを知り、今勉強していることもこれか

らのために重要なのだなと気づきました 
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６ 次年度に向けて 

 

（１） 計画 

  
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

運営委員会   〇         〇           

事業推進委員会     〇         〇       〇 

情報交換会 毎月実施 

校内委員会 毎週実施 

CEO事業アドバイス 週１回実施 

CEO講話       〇         〇       

CEO教育課程検討 毎週実施 

実
務
家
教
員 

課題研究 〇 〇 〇     〇 〇 〇 〇       

学校設定科目 

「ロボティクス実習」 

募

集 
    ◎                 

学校設定科目 

「ロボティクス概論」 
             

申

請 
        

課題研究発表会         ●     

評価アンケート 〇         〇         〇   

産業見学                     ◎   

ISO研修       〇       〇         

成果発表会                 〇       

〇：実施予定 ◎：校外活動 ●：外部参加 

 

 

 

 

 

（２）次年度以降の予定 

   １ 令和５年度 

・令和４年度活動内容継続 

・海外インターンシップの実施 

・課題研究にメインテーマ「ロボティクス」を加え、工業４科にサブテーマ

を割り振ることで４科連携体制を推進 

・ＣＥＯと実務家教員による講話「統合ものづくりの学び」の実施 

・学校設定科目「ロボティクス実習」を実務家教員が担当 

・学校設定科目「ロボティクス概論」の計画と申請 

 

   ２ 令和６年度 

・学校設定科目「ロボティクス概論」の開講 

・連携委員会の設置 

 

 

（３）次年度以降の課題 

・ロボットアイデア甲子園、浜松みらい塾、オンライン海外インターンなど、

外部との関りが増えつつあるが、一部生徒に偏りがある。 

・一部の教員の負担が非常に大きい。 

・中学生に対してマイスター・ハイスクールの魅力を発信できていない。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立浜松城北工業高等学校                 
 

〒430-0906  静岡県浜松市中区住吉五丁目 16番１号                                   

TEL 053-471-8341（代表）                                           

FAX 053-471-4662                                                 

URL http://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsujohoku-th/home.nsf 


